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せいれい
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・花
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ひ

こどもの日
ひ
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れいはい

 
        

《礼拝
れいはい

はインターネットで中 継
ちゅうけい

配信
はいしん

いたします。ホームページにてどなたで

もご視聴
しちょう

いただけますので、それぞれの場所
ば し ょ

で共
とも

に礼拝
れいはい

をして 頂
いただ

けます》 
 

前奏
ぜ ん そ う

（黙祷
もくとう

） AVE VERUM CORPUS（©著作権
ちょさくけん

消 滅
しょうめつ

） 

招
ま ね

きの詞
ことば

 マルコによる福音書
ふくいんしょ

 10 章
しょう

  14b－15節
せつ

 

賛 美 歌
さ ん び か

『アイオナ共 同 体
きょうどうたい

賛美歌集
さ ん び か し ゅ う

』「世
よ

の初
はじ

め、鳥
とり

のように」（©JASRAC） 

お 祈
い の

 り（交唱
リタニ―

）（2 頁
ページ

をご参 照
さんしょう

ください）  みんな 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－290番
ば ん

「おどり出
で

る 姿
すがた

で」（©JASRAC）と朗読
ろうどく

 

聖  書
せ い し ょ

 ヨエル書
しょ

   2 章
しょう

23節
せつ

 － 3 章
しょう

2節
せつ

 

メッセージ「みんな神様
かみさま

の子
こ

ども」   牛田
う し だ

 匡
ただし

 牧師
ぼ く し

 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－346番
ばん

「来
き

たれ聖霊
せいれい

よ」（©JASRAC） 

聖  餐
ユ ー カ リ ス ト

       牛田
う し だ

 匡
ただし

 牧師
ぼ く し

 

共 同
きょうどう

のお祈
いの

りと、平和
へ い わ

のあいさつ 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－524番
ば ん

「われらみ名
な

により」（©著作権
ちょさくけん

消 滅
しょうめつ
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（＊） 
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は け ん

 21－91番
ば ん

「神
かみ

の恵
めぐ

みゆたかに受
う

け」（1節
せつ

のみ）（©JASRAC） 

祝  福
し ゅ く ふ く

       牛田
う し だ

 匡
ただし

 牧師
ぼ く し

 

後  奏
こ う そ う

 アーメン コーラス（21－40－6番
ば ん

）（©教団
きょうだん

讃美歌
さ ん び か

委員会
い い ん か い

） 

報  告
ほ う こ く

 （4 頁
ページ

をご参 照
さんしょう

ください）    

《席
せき

にお座
すわ

りになったままで礼拝
れいはい

にご参加
さ ん か

ください》 

＊受付
うけつけ

に献金箱
けんきんばこ

がございます。 

「献げ物
さ さ げ も の

（献金
けんきん

）」はご用意
よ う い

のある方
かた

のみ、お献
ささ

げください。 

2025 年 6 月 8 日（日） 

日本キリスト教団 久宝
きゅうほう

教会
きょうかい

 

第 68 巻第 8 号（通算 3445 号） 

教会設立 1959 年 6 月 14 日 
 
〒581-0072 

大阪府八尾市久宝寺 6 丁目 7－10 

TEL 072-992-2131 FAX 072-992-2135 

主任担任教師・牛田 匡 牧師 

隠退教師・小林 達夫 牧師 

郵便振替：00980－5－212130 「日本基督教団久宝教会」 

【集会案内】こどもの礼拝：毎日曜 10：00－10：20   何かお悩みがありましたらご遠慮なくご相談ください 

      主日礼拝：毎日曜 10：30－11：30 小さい子どもたちも、いつでも歓迎いたします。 

教会標語 
 

小
ちい

さくされている人
ひと

を 

大切
たいせつ

にする教 会
きょうかい

 
 

ホームページ「久宝教会」 
（ウェブサイト）  

    http://www.koinonia.or.jp/kyuhokyokai 

【連絡先(牛田)】090-9161-4027 

kyuho-church@koinonia.or.jp 

この「確かさ」は当て外れということがありません。私たちが頂いている聖霊の働きによって、 

人を大切にする神の思いが、すでに私たちの心に注がれているからです。（ローマ５：５） 

 



聖書  ヨエル書
しょ

  2 章
しょう

23節
せつ

 － 3 章
しょう

2節
せつ

（聖書協会共同訳） 

2：23 シオンの子らよ、楽しみ、喜べ 

あなたがたの神、主によって。 

主は義に従って a 秋の雨を与えてくださった。 （脚注 a：別訳「前の雨」） 

b かつてのように、雨を降らせてくださった  （脚注 b：原典では「最初に」） 

秋の雨と c 春の雨を。     （脚注ｃ：別訳「のちの雨」） 

24 麦打ち場は麦で満ち 

搾
しぼ

り場は新しいぶどう酒と新しいオリーブ油で 

溢
あふ

れた。 

25 私があなたがたに送った大軍 

すなわち、群
むら

がるばった 

若いばった、食い荒らすばった 

そしてかみ食らうばったが食い荒らした歳月
さいげつ

を 

あなたがたに 償
つぐな

おう。 

26 あなたがたは豊かに食べて満ち足り 

あなたがたの神、主の名をほめたたえる。 

主はあなたがたのために奇
く

しき業
わざ

を行われた。 

私の民はとこしえに 辱
はずかし

められることはない。 

27 あなたがたは 

私がイスラエルのただ中にいることを 

知るようになる。 

私は主、あなたがたの神であり 

ほかに神はいない。 

私の民はとこしえに辱められることはない。 

３:1 その後
のち

 

私は、すべての肉なる者にわが霊
れい

を注ぐ。 

あなたがたの息子や娘は預言し 

老人は夢を見、若者は幻を見る。 

2 その日、男女の奴隷にもわが霊を注ぐ。 

  



 

《先週のメッセージより》2025 年 6 月 1 日 

「キリストに結ばれて生きる」より      牛田匡牧師 

聖書 エフェソの信徒への手紙 4 章 1－16 節 

 現代日本語の「結ぶ」は、「つなぐ、ゆわえる、関係をつける」というような

意味ですが、古代日本語では「むすひ」はあらゆるものを生み出す力という  

意味でした。一見、何もないと思っていた所に、いつの間にか「苔が生(む)す」

ように、不思議な力として、天地万物を生成し、存在させる「むすび（産霊）」

の力。そこから生きている子どものことを「むすこ」「むすめ」と言ったり、

また今日でも「縁結び」という言葉などが残ったりしているそうです。 

 そんな「結ぶ」という言葉ですが、「キリストに結ばれた生き方」とはどの

ような生き方のことなのでしょうか。それはどうも「離れていたもの同士が 

くっついて結ばれる」のとは違うような印象があります。むしろ「全てのもの

の父なる神は唯一であって、全てのものの上にあり、全てのものを貫き、全て

のものの内におられます」（6 節）とあるように、神の力は偉大であり、私たち

人間を超えて「上にある」と同時に、「全てのものの内」にも存在している。

だから「もともと一体であり、ずっと離れたことなどなかった」と表現する方

が適当なのではないかと思います。 

 来週はイースターから 50 日目を意味する「ペンテコステ」です。その 10 日

前、十字架上での死からの引き起こしの後、イエス様は 40 日間にわたって  

弟子たちに姿を現され、その後天に上げられて、姿が見えなくなった（使徒言

行録 1 章）とされています。「天」というのは、神様の仕事場、目に見えない

神が働かれている所そのもののことだと理解することが出来ます。復活のイエ

ス様は、その姿は見えなくなったけれども、神様はそもそもの初めから全ての

ものの上にあり、かつ全てのものの中にあり、今も私たちと共におられるとい

うこと。私たちが神様の中に今、生かされているということ、そのものに他な

らないのだと、改めて気づかされるかと思います。「キリストに結ばれて生き

る」とは、言葉を変えると、「命の神に今日も生かされている」ということ。

与えられた命、生かされている命なのだから、隣の人の命もまた大切にしよう

と思うこと。イエス様の言葉と振る舞いに従って、歩んでいこうとすること。

そのことなのではないかと思います。与えられ、生かされている命なのだから、

今日もまた、キリストの内に、キリストと共に、キリストによって、私たちは

用いられていきます。 
 

毎週の「メッセージより」は、ウェブサイト等にも順次掲載されています。 
 

 

 ホームページ    Facebook   YouTube 
             



◎ 先週の報告 2025 年 6 月 1 日

礼拝出席 大人 7 人 献金 大人 6,000 円 中継視聴者数 10 回 感謝

 　　　さんが初めて来会されました。 

王寺墓地墓前礼拝・納骨式 出席者 ９人 

 昨日、和歌山県かつらぎ町にて「縁農」を行い、釜ヶ崎・いこい食堂の方々と一緒

に、玉ねぎの収穫作業をいたしました。教会からは大人 6 人、子ども 5 人が参加し

ました。どうもありがとうございました。 

◎次週 2025 年 6 月 15 日（日）教会創立記念礼拝（三位一体主日礼拝）

招きの詞 エフェソの信徒への手紙 1 章 3b－4 節

聖 書 マタイによる福音書 11 章 25 節－30 節

メッセージ 「重荷を負っても生きる」牛田匡牧師

賛美歌 「埋もれた宝」

◎お知らせ

・これまでの「週報」や「メッセージ（全文）」はホームページに掲載しています。

また中継録画のメッセージ部分を YouTube でご覧いただくことも可能です。

・次週 6 月 12 日（木）9 時半～11 時半にかけて、釜ヶ崎・いこいの家にて「聖書を

読む会」を行います。テキストは「聖書の話あれこれ」で、コピーを配布いたしま

す。参加費は無料ですが、カンパがあります。どなたでもご参加ください。

・次週 6 月 15 日（日）14 時半～小阪教会にて河内地区女性会例会が開催されます。 

・次週 6 月 15 日（日）14 時半～16 時半にかけて、

東梅田教会にて沖縄慰霊の日（6/23）に思いを

馳せ、沖縄とつらなる集いが開催されます（主催

大阪教区沖縄交流・連帯特別委員会）。講師は、

岡本厚さんで「トランプ時代の東アジア、沖縄、

『台湾有事』」という講演があります。どなたでも

ご参加ください。参加費無料（席上カンパあり）。

◎次週以降の行事予定

メッセージ 行事 

6/15 牛田匡牧師 
教会創立記念礼拝 

14時半～ 河内地区女性会（＠小阪教会） 

6/22 牛田匡牧師 おにぎり支援 

6/29 牛田匡牧師 誕生者祝福式 

7/6 牛田匡牧師 ユーカリスト・教会を考える会




